
天
保
期
に
お
け
る
長
崎
代
官
預
所
天
草
の
支
配
形
態
と
司
法
手
続
き

―
流
人
の
管
理
と
処
分
の
観
点
か
ら

安
高

啓
明

は
じ
め
に

末
次
平
蔵
が
、
延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
に
抜
荷
へ
の
抛
銀
を
罪
状
に
し
て

隠
岐
に
流
罪
と
な
っ
て
以
降�

、
長
崎
代
官
の
職
務
、
特
に
地
方
御
用
は
町
年
寄

の
兼
管
と
な
っ
た�

。
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
代
官
が
再
設
置
さ
れ
る
と
、

御
用
物
方
高
木
作
右
衛
門
忠
与
が
長
崎
代
官
に
就
任
、
長
崎
村
と
浦
上
村
淵
、

浦
上
村
山
里
の
三
ヶ
村
を
支
配
す
る
こ
と
に
な
る�

。
そ
の
後
、
宝
暦
十
一

（
一
七
六
一
）
年
に
は
、
日
見
村
や
古
賀
村
、
茂
木
村
、
河
原
村
、
高
浜
村
、

野
母
村
、
樺
島
村
の
公
領
七
ヶ
村
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
文
化

十
（
一
八
一
三
）
年
に
は
、
天
草
を
預
所
と
し
て
長
崎
代
官
の
支
配
地
は
拡
大

の
一
途
を
辿
っ
た
。

長
崎
代
官
の
研
究
は
、
本
領
の
長
崎
郷
村
を
対
象
と
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
例
え
ば
、
天
保
年
間
の
長
崎
代
官
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
年
貢
徴
収

や
法
令
順
達
、
警
察
権
や
裁
判
権
と
い
っ
た
地
方
支
配
を
は
じ
め
、
地
役
人
の

支
配
、
さ
ら
に
、
輸
入
品
の
管
理
、
長
崎
市
中
や
郷
方
三
ヶ
村
の
寺
院
支
配
、

長
崎
に
あ
る
幕
府
蔵
の
管
理
と
長
崎
の
糧
米
、
長
崎
市
中
の
空
き
地
や
埋
立
地

の
把
握
、
漂
流
民
の
対
応
と
整
理
さ
れ
て
い
る�

。
ま
た
、
長
崎
代
官
の
司
法
制

度
に
関
し
て
は
、
長
崎
代
官
所
轄
の
牢
屋
創
設
の
交
渉
過
程
、
そ
し
て
人
足
寄

場
の
設
置
に
至
っ
た
行
刑
の
あ
り
方
を
詳
ら
か
に
し�

、
近
年
で
は
、
小
島
牢
の

成
立
を
幕
藩
体
制
の
綻
び
と
位
置
付
け
た
成
果
も
み
ら
れ
る�

。

長
崎
代
官
の
本
領
に
関
す
る
研
究
蓄
積
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、
預
所
と
し
た

天
草
に
つ
い
て
は
、
支
配
構
造
や
幕
府
と
の
関
連
を
包
摂
し
た
分
析
は
な
い
。

幕
領
天
草
は
、
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
に
天
草
代
官
が
廃
さ
れ
て
以
降
、
日

田
代
官
（
西
国
筋
郡
代
）
と
島
原
藩
、
長
崎
代
官
が
預
所
と
し
た
。
高
木
作
右

衛
門
忠
任
が
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
島
原
藩
主
松
平
主
計
頭
（
主
殿
頭
）

忠
憑
か
ら
天
草
を
引
き
継
い
で
以
降
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
ま
で
長
崎
代

官
預
所
と
な
っ
て
い
る
。
西
国
筋
郡
代
塩
谷
大
四
郎
正
義
に
天
草
を
引
き
渡
し

た
が
、
同
年
中
に
再
び
高
木
作
右
衛
門
忠
篤
が
預
所
と
す
る
と
忠
顕
に
引
き
継

が
れ
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
ま
で
支
配
し
た
。
文
久
元
（
一
八
六
一
）
年

に
西
国
筋
郡
代
に
代
わ
り
高
木
作
右
衛
門
忠
知
に
預
け
ら
れ
る
と
、
同
二
年
ま

で
預
所
と
し
て
い
る�

。

下
島
の
西
岸
部
に
は
遠
見
番
所
が
設
け
ら
れ
、
早
く
か
ら
長
崎
を
核
と
し
た

対
外
防
衛
圏
の
枠
組
み
に
天
草
は
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
長
崎
奉
行
も
対
外
的

事
案
に
あ
た
っ
て
天
草
支
配
に
関
与
し
て
い
た
。
文
化
十
年
に
長
崎
代
官
が
初

め
て
天
草
を
預
所
と
し
た
際
に
、
島
原
藩
か
ら
諸
手
続
き
を
引
き
継
ぎ
履
行
し

て
い
く
が
、
天
保
年
間
に
な
る
と
、
支
配
体
制
は
確
立
し
て
い
る�

。
そ
こ
に
は

〝
長
崎
奉
行
所
支
配
長
崎
代
官
〟
と
し
て
の
支
配
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
司
法
制
度
に
関
し
て
は
、
遠
島
地
天
草
の
流
人
の
処
遇

や
流
罪
地
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
崎
奉
行
所

を
射
程
に
し
た
検
証
は
不
足
し
て
い
る�

。
預
所
に
は
不
詳
な
点
が
多
い
と
い
う

指
摘
も
み
る
な
かø÷

、
本
稿
で
は
、
天
保
期
に
お
け
る
長
崎
代
官
に
よ
る
天
草
の

支
配
形
態
に
つ
い
て
、
特
に
流
人
の
管
理
や
処
分
権
の
観
点
か
ら
預
所
体
制
の

司
法
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

一

流
罪
シ
ス
テ
ム
と
島
証
文

江
戸
時
代
の
流
罪
は
、
死
刑
に
次
ぐ
重
罪
で
あ
っ
た
。
長
崎
奉
行
は
享
保
期

以
降
、
流
罪
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
「
江
戸
伺
」
を
行
な
わ
な
け

― ―��



れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
にøø

、
流
罪
は
幕
府
の
管
理
下
で
行
な
わ
れ
る
も
の
だ

っ
た
。
流
罪
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
に
制
定
さ
れ
た

「
公
事
方
御
定
書
」
の
規
定
に
次
の
よ
う
に
あ
るøù

。

【
史
料
１
】

　
　

一
遠
島

　
　
　

江
戸
よ
り
流
罪
の
も
の
ハ
、
大
嶋
・
八
丈
嶋
・
三
宅
嶋
・
新
嶋
・
神
津
嶋
・

御
蔵
嶋
・
利
嶋
、
右
七
嶋
の
内
江
遣
、
京
・
大
坂
・
西
国
・
中
国
よ
り

流
罪
の
分
ハ
、
薩
摩
・
五
嶋
の
嶋
々
、
隠
岐
国
・
壱
岐
国
・
天
草
郡
江
遣
、

但
、
田
畑
、
家
屋
敷
、
家
財
共
ニ
闕
所
、

こ
れ
に
よ
り
、
江
戸
か
ら
の
流
島
は
、
大
嶋
・
八
丈
嶋
・
三
宅
嶋
・
新
嶋
・

神
津
嶋
・
御
蔵
嶋
・
利
嶋
に
指
定
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
京
都
や
大
坂
、
西
国
、

中
国
か
ら
の
流
島
に
は
、
薩
摩
・
五
島
の
島
々
、
隠
岐
国
・
壱
岐
国
・
天
草
郡

が
規
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
天
草
は
、
京
坂
以
西
か
ら
の
公
儀
流
島
の
一
つ

と
な
り
、
薩
摩
や
五
島
、
隠
岐
、
壱
岐
と
同
等
に
順
番
（
＝
島
順
）
に
よ
っ
て

差
遣
さ
れ
て
い
る
。
薩
摩
や
五
島
、
壱
岐
は
私
領
で
あ
る
が
、
隠
岐
と
天
草
は

御
料
（
公
領
）
で
あ
る
。
両
者
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
幕
府
行
刑
に
体
系
化
さ

れ
、
幕
府
は
私
領
へ
の
介
入
を
も
可
能
に
し
た
立
法
化
を
図
っ
た
。
換
言
す
れ

ば
、
幕
藩
体
制
を
基
調
と
し
た
流
罪
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
と
評
価
で
き
る
。

長
崎
奉
行
所
か
ら
は
直
接
配
流
し
得
た
が
、
そ
れ
以
外
は
、
江
戸
や
大
坂
に

集
結
し
て
、
一
括
し
て
差
遣
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
たøú

。
大
坂
か
ら
の
流
罪
地

で
あ
る
五
つ
の
島
は
、
前
述
の
通
り
島
順
で
差
遣
さ
れ
、
長
崎
奉
行
所
で
執
行

さ
れ
た
流
罪
と
は
異
な
る
手
続
き
だ
っ
たøû

。
流
罪
執
行
の
際
、
島
証
文
が
手
交

さ
れ
、
他
に
犯
罪
事
実
を
記
し
た
文
書
が
通
知
さ
れ
て
い
るøü

。

長
崎
代
官
が
天
草
を
預
所
と
し
た
時
の
流
罪
の
手
続
き
は
、
大
坂
町
奉
行
か

ら
長
崎
奉
行
に
こ
れ
ら
の
文
書
が
通
達
さ
れ
、
そ
の
後
、
長
崎
代
官
に
下
達
さ
れ

て
い
るøý

。
実
際
に
通
知
さ
れ
た
流
人
差
遣
の
文
書
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年

に
作
成
さ
れ
た
『
御
用
留
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
に
所
収
さ
れ
て
い
るøþ

。

【
史
料
２
】

　
　

以
切
紙
令
啓
上
候
、
然
者
去
九
月
中
申
達
候
御
自
分
御
代
官
所
天
草
嶋
江

流
罪
の
者
、
明
後
十
六
日
乗
船
申
付
候
間
、
此
段
申
達
候
嶋
証
文
并
流
人

名
前
書
の
儀
者
、
先
格
の
通
大
草
能
登
守
ゟ
相
達
可
申
候
間
、
右
ニ
而
御

承
知
有
之
候
様
存
候
、
以
上
、

　
　
　
　

六
月
十
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
世
伊
勢
守
印

　
　
　
　
　
七
月
二
日
到
来　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
就
出
府
無
印
形

曽
根
日
向
守　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
栄
太
郎
様

去
年
の
九
月
中
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
天
草
へ
の
流
人
は
、
天
保
三
年
六
月

十
六
日
に
乗
船
を
申
し
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
通
知
す
る
「
嶋

高
木
栄
太
郎
様

久
世
伊
勢
守

御
印

― ―��



証
文
」
や
「
流
人
名
前
書
」
は
、
以
前
か
ら
の
決
ま
り
の
通
り
長
崎
奉
行
大
草

能
登
守
高
好
か
ら
連
絡
が
あ
る
の
で
承
知
す
る
よ
う
に
と
、
六
月
十
四
日
付
け

で
大
坂
西
町
奉
行
久
世
伊
勢
守
広
正
と
大
坂
東
町
奉
行
曽
根
日
向
守
次
孝
が
連

署
し
て
高
木
栄
太
郎
に
宛
て
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
七
月
二
日
に
長
崎
代
官

の
も
と
に
到
着
し
て
お
り
、
大
草
高
好
を
介
し
て
高
木
栄
太
郎
に
流
人
差
遣
の

情
報
が
通
達
、
そ
の
後
、
関
連
文
書
が
手
交
さ
れ
る
手
続
き
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
去
九
月
の
通
知
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
作
成

の
『
御
用
留
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）
に
次
の
よ
う
に
あ
るøÿ

。

【
史
料
３
】

　
　

以
切
紙
令
啓
上
候
、
然
者
来
辰
年
流
罪
の
者
島
順
御
自
分
御
代
官
所
肥
後

国
天
草
嶋
江
差
遣
候
の
間
、
為
御
心
得
此
段
申
達
候
、
其
余
の
儀
者
追
而

可
及
御
掛
合
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
根
日
向
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
栄
太
郎
様

　
　

猶
以
本
文
嶋
順
来
ル
巳
年
ニ
相
当
可
申
候
処
、
去
寅
年
遠
島
も
の
多
人
数

ニ
而
五
島
・
壱
岐
両
島
江
差
遣
候
ニ
付
、
壱
ヶ
年
繰
越
順
番
早
く
相
成
候

儀
ニ
有
之
候
、
為
御
心
得
此
段
申
達
候
、
以
上
、

こ
れ
は
、
大
坂
東
町
奉
行
曽
根
日
向
守
次
孝
か
ら
高
木
栄
太
郎
に
宛
て
ら
れ

た
も
の
で
、
来
年
（
天
保
三
年
）
の
流
罪
の
「
嶋
順
」
が
高
木
代
官
所
が
所
轄
す

る
肥
後
国
天
草
島
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
こ
と
は
、
追
っ

て
連
絡
す
る
と
付
記
し
て
お
り
、
前
年
に
流
罪
執
行
の
通
達
が
な
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
本
来
の
天
草
の
島
順
は
、
二
年
後
（
天
保
五
年
）
だ
っ
た
も
の
の
、
天
保

元
（
一
八
三
〇
）
年
に
流
罪
と
な
る
も
の
が
多
く
、
五
島
と
壱
岐
の
両
島
に
分

け
て
差
遣
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、一
ヶ
年
繰
り
越
し
と
な
り
、順
番
が
早
ま
っ

た
と
し
て
、
こ
れ
を
認
識
し
て
お
く
よ
う
に
と
申
し
達
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

流
人
の
人
数
が
多
か
っ
た
た
め
、
大
坂
町
奉
行
所
の
判
断
に
よ
り
五
島
と
壱

岐
に
分
散
し
て
差
遣
し
て
お
り
、
翌
年
、
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
長
崎
代

官
へ
は
事
前
調
整
な
く
、
決
定
事
項
が
通
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
つ
の
流
島

が
紐
帯
を
な
し
た
刑
罰
体
系
が
築
か
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
運
用
は
大
坂
町
奉

行
が
主
導
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
次
年
以
降
の
差
遣
先
と
の
調

整
は
、
特
段
、
行
な
わ
れ
ず
、
島
順
を
原
則
と
し
な
が
ら
早
ま
る
こ
と
も
あ
り

得
た
こ
と
は
流
島
側
も
了
解
事
項
だ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、【
史
料
３
】

の
よ
う
に
、
島
順
が
「
繰
越
」
と
な
る
旨
も
、
前
年
の
通
知
で
替
え
ら
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

流
人
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
差
遣
順
が
繰
り
越
さ
れ
る
こ
と
は
慣
例
化
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
の
流
罪
執
行
に
あ
た
り
、
大

坂
東
町
奉
行
水
野
若
狭
守
忠
一
と
大
坂
西
町
奉
行
阿
部
遠
江
守
正
蔵
は
、
高
木

作
右
衛
門
に
宛
て
て
二
月
三
日
付
で
次
の
こ
と
を
通
達
し
て
い
るøĀ

。

【
史
料
４
】

　
　

尚
以
本
文
島
順
の
儀
去
寅
年
遠
島
の
も
の
多
人
数
ニ
而
壱
岐
・
五
島
両
島

へ
差
遣
候
付
、
一
ヶ
年
繰
越
来
辰
年
天
草
嶋
島
順
ニ
可
相
成
処
、
当
年
も

流
罪
の
者
多
壱
度
ニ
乗
船
難
申
付
候
付
、
兼
伺
済
の
通
、
壱
ヶ
年
両
島
江

差
遣
候
積
ニ
而
当
月
下
旬
隠
岐
嶋
江
乗
船
申
付
候
、
残
り
の
も
の
共
当
秋

中
天
草
嶋
江
差
遣
候
筈
ニ
有
之
候
、
是
又
為
御
心
得
申
達
候
、
以
上
、

去
年
、
遠
島
と
な
っ
た
も
の
が
多
人
数
の
た
め
、
壱
岐
と
五
島
へ
差
遣
さ
れ

た
と
し
、
天
草
が
一
年
繰
り
越
し
の
島
順
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
天
保

十
四
年
も
流
人
が
多
い
の
で
一
度
に
乗
船
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
以
前
か
ら
伺

い
済
み
の
通
り
、
一
年
に
両
島
へ
差
遣
す
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二

― ―��



月
下
旬
に
隠
岐
へ
の
乗
船
を
申
し
付
け
、
残
り
は
秋
中
に
天
草
へ
差
遣
す
る
と

通
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
天
草
へ
の
差
遣
の
繰
り
越
し
に
あ
わ
せ
て
、
当
該

年
も
分
割
差
遣
に
な
っ
た
た
め
、
流
罪
前
に
長
崎
代
官
へ
連
絡
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
流
罪
執
行
に
あ
た
り
、
大
坂
町
奉
行
に
よ
る
調
整
が
図
ら
れ
、

五
流
罪
地
の
中
で
も
御
料
流
島
（
隠
岐
・
天
草
）
へ
の
分
散
流
罪
が
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
申
し
出
を
受
け
て
、
長
崎
代
官
は
、
二
月
二
四
日
付
で
大

坂
町
奉
行
の
二
人
に
対
し
て
、「
御
紙
上
の
趣
承
知
仕
候
、
右
貴
答
申
上
度
如

斯
御
座
候
」
と
返
答
し
、
承
諾
し
た
の
で
あ
っ
た
。

大
坂
町
奉
行
は
、
流
罪
と
な
る
犯
罪
が
発
生
す
る
こ
と
を
予
見
し
た
り
、
そ

の
数
を
調
整
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
差
遣
元
で
あ
る
大
坂
町
奉
行
所
で
は
、

当
座
の
流
人
数
を
見
極
め
な
が
ら
、
五
流
罪
地
の
中
で
調
整
し
て
差
遣
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
五
島
と
壱
岐
、
隠
岐
と
天
草
と
い
っ
た
よ
う
に
、
私
領
流
島

と
御
料
流
島
を
組
み
合
わ
せ
た
差
遣
実
態
が
確
認
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
規

定
の
「
島
順
」
を
維
持
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
分
散
す
る
な
ど
し
て
運
用

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
天
草
は
預
所
で
あ
り
、
時
宜
に
よ
っ
て
は
、
流
人
差
遣
と
預
所
の
交

代
が
重
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
は
、
天
草
に
七
月

十
日
と
八
月
二
三
日
に
二
度
差
遣
さ
れ
て
い
るù÷

。
こ
の
年
は
、
西
国
筋
郡
代
と

長
崎
代
官
が
同
年
中
に
交
代
し
て
お
り
、
七
月
期
は
西
国
筋
郡
代
、
八
月
期
は

長
崎
代
官
と
の
間
で
遣
り
取
り
さ
れ
て
流
罪
が
執
行
さ
れ
て
い
るùø

。
こ
れ
は
、

不
測
の
手
続
き
と
思
わ
れ
る
が
、
流
罪
執
行
に
関
連
付
け
た
預
所
の
交
代
を
し

て
い
な
い
た
め
に
生
じ
、
異
な
る
預
主
の
た
め
流
人
差
遣
を
可
能
と
し
た
。
つ

ま
り
、
天
草
預
所
支
配
に
関
し
て
み
れ
ば
、
行
政
と
司
法
を
連
関
さ
せ
た
幕
府

の
手
続
き
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

前
掲
し
た
【
史
料
２
】
は
、
八
月
期
の
流
罪
執
行
に
あ
た
っ
て
出
さ
れ
た
文

書
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
「
嶋
証
文
」
は
、
天
保
三
年
『
御
用
留
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
４
】

　
　
　

程
村
弐
ツ
折

美
濃
紙
打
掛
ヶ

　
　
　
　
　
　

覚

此
流
人
六
人
天
草
嶋
江
遣
候
、
若
於
船
中
病
死
候
而
人
減
候
共
請
取
之
、

彼
嶋
ニ
可
被
差
置
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

天
保
三
辰
六
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
後

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
栄
太
郎
殿

こ
れ
は
、
京
都
所
司
代
太
田
備
後
守
資
始
か
ら
高
木
栄
太
郎
に
宛
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
大
坂
か
ら
差
遣
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
私
領
に
配
流
す
る
場
合

は
、
流
人
を
大
坂
へ
護
送
す
る
前
日
、
所
司
代
屋
敷
へ
京
都
の
留
守
居
を
呼
び

寄
せ
、
所
司
代
名
義
の
島
証
文
を
渡
し
た
。
以
前
は
老
中
の
証
文
だ
っ
た
と
す

る
が
、
元
禄
中
期
頃
か
ら
は
所
司
代
の
証
文
に
な
っ
た
と
い
うùù

。【
史
料
４
】

か
ら
は
天
草
も
、
こ
れ
と
同
様
に
所
司
代
の
文
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
よ

う
。
差
遣
中
に
船
中
で
病
死
し
て
人
数
が
減
っ
て
も
受
け
取
る
よ
う
に
求
め
ら

れ
、
大
坂
か
ら
出
航
し
た
時
点
で
、
こ
の
島
証
文
を
以
て
、
流
人
は
天
草
側
の

管
掌
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
島
証
文
は
、
流
島
に
対
し
て
流
人
の
人
数
の
通
達

（
人
別
送
り
）
と
受
け
取
り
を
要
請
す
る
文
書
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
別
に
「
流

人
名
前
書
」
が
添
付
さ
れ
た
。

嶋
証
文
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【
史
料
５
】

　
　

流
人
名
前
書

　
　

一
日
蓮
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
町
今
出
川
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎
同
居
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
四
歳

　
　

一
浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
恩
院
宮
住
侶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
浄
香
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
舜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
弐
歳

　
　

一
浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

両
山
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
寺
町
松
原
下
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
慶
寺
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寳
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
弐
歳

　
　

一
浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
恩
寺
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
徳
寺
境
内
上
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
念
寺
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戒
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
七
歳

　
　

一
浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
恩
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
大
路
大
黒
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
樹
院
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霊
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
四
拾
二
歳

　
　

一
日
蓮
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
国
寺
塔
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
妙
院
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

莱
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
八
歳

天
保
三
年
の
京
都
所
司
代
掛
の
流
人
の
情
報
と
し
て
、
宗
旨
と
居
住
地
、
氏

名
、
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
る
（
宗
門
人
別
送
り
）。
こ
れ
を
も
と
に
流
人
が
長

崎
代
官
か
ら
把
握
さ
れ
、
富
岡
役
所
に
も
同
様
の
情
報
を
伝
達
し
、
管
理
し
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
上
方
に
お
い
て
は
、
所
司
代
や
大
坂
城
代
か
ら
は
流
罪
地

の
支
配
中
（
嶋
代
官
）
宛
に
「
嶋
証
文
」
が
交
付
さ
れ
た
が
、「
嶋
証
文
」
に

は
当
該
流
人
の
犯
罪
事
実
の
記
載
は
な
く
、
別
途
犯
罪
の
内
容
を
通
知
す
る
よ

う
な
こ
と
も
な
か
っ
た
と
の
指
摘
を
み
るùú

。
し
か
し
、
天
草
の
場
合
、
後
段
の

犯
罪
内
容
の
通
知
は
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
流
人
全
て
の
「
科

書
」
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
代
官
に
通
達
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し

て
、【
史
料
５
】
の
「
万
之
助
科
書
」
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
史
料
６
】

　
　

万
之
助
科
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
町
今
出
川
上
ル
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
借
屋

　
　

一
遠
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
次
郎
同
居
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
四
歳

此
者
儀
町
家
見
世
先
ニ
有
之
品
値
段
相
尋
候
得
共
不
申
聞
、
又
者
合
力
銀

差
出
候
様
及
引
合
候
処
相
断
候
迚
、
彼
是
縺
レ
ヶ
間
敷
申
聞
、
押
而
金
銀

為
差
出
、
其
上
博
奕
御
法
度
与
乍
存
、
善
蔵
任
頼
ニ
当
正
月
以
来
上
ヶ
度
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廻
り
筒
の
賽
博
奕
宿
い
た
し
貰
請
候
席
料
銭
共
不
残
遣
捨
候
段
不
届
ニ

付
、

　
　
　
　
　

辰
六
月

こ
の
よ
う
に
、
簡
潔
で
は
あ
る
も
の
の
万
之
助
の
罪
状
が
通
達
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
流
人
の
前
科
は
長
崎
代
官
、な
ら
び
に
富
岡
役
所
に
と
っ
て
、

人
的
管
理
す
る
上
で
必
要
な
情
報
で
あ
り
、
流
人
が
再
犯
を
し
た
際
の
参
考
に

も
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
の
は
、
天
保
三
年
八
月
期
に
天

草
へ
流
罪
と
な
っ
た
京
都
所
司
代
掛
の
者
で
あ
る
が
、
大
坂
側
か
ら
の
流
人
も

文
書
で
通
達
さ
れ
て
い
る
。『
御
用
留
』
に
は
「
流
人
証
文
」
と
し
て
次
の
も

の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
７
】

　
　
　

法
華
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

堀
江
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
九
歳

　
　
　

禅
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

天
王
寺
若
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
之
助　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
七
歳

　
　
　

浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
九
歳

　
　
　

浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

嶋
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
拾
七
歳

　
　
　

一
向
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

提
安
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
吉　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
拾
八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
嶋
藤
蔵
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
州
西
成
郡
北
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
大
念
仏
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
念
寺
住
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遊
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
四
拾
壱
歳

　
　
　

一
向
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
屋
弐
丁
目

石
川
屋
安
兵
衛
下
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
拾
八
歳

　
　
　

真
言
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
時
無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
拾
五
歳

　
　
　

浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

青
物
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
三
拾
七
歳

　
　
　

真
言
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
出
羽
守
御
預
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
岐
国
越
智
郡
那
久
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
宇
平
太
倅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

才
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
六
歳

　
　
　

真
言
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
壱
歳

　
　
　

一
向
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

岸
和
田
の
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為
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
八
歳

　
　
　

浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
宿

樽
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
五
歳

　
　
　

一
向
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
之
町
寺
町
永
福
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
内
河
内
屋
金
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
配
借
屋

金
物
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
五
拾
三
歳

　
　
　

浄
土
宗　
　
　
　
　
　
　
　
　

丑
寅
角
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
碗
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
弐
拾
壱
歳

　
　

右
流
人
拾
五
人
肥
後
国
天
草
郡
嶋
江
遣
候
、
於
船
中
病
死
候
而
人
数
減
候

と
も
請
取
之
、
彼
嶋
江
可
被
差
置
者
也
、

　
　
　
　
　

天
保
三
壬
辰
六
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
伊
豆

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
栄
太
郎
殿

こ
れ
は
、
大
坂
城
代
松
平
伊
豆
守
信
順
が
高
木
栄
太
郎
に
宛
て
た
も
の
で
、

前
述
し
た
京
都
所
司
代
掛
の
「
嶋
証
文
」
と
「
流
人
名
前
書
」
を
あ
わ
せ
た
文

書
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
天
草
へ
は
大
坂
か
ら
一
括
流
罪
と
な
る
も
の
の
、
京

都
所
司
代
と
大
坂
城
代
と
で
は
別
々
に
文
書
が
作
成
さ
れ
、
長
崎
代
官
に
通
知

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
貫
属
地
で
の
人
別
管
理
の
原
則
に
立

っ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
大
坂
町
奉
行
は
、
差
遣
を
所
管
す
る
役
に
あ
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。
な
お
、
大
坂
か
ら
の
流
人
に
は
科
書
は
確
認
で
き
な
い
。
天
保
三

年
八
月
期
に
は
、
合
計
二
一
人
の
流
人
を
天
草
で
受
け
取
っ
て
お
り
、
そ
の
後
、

郡
中
で
抽
選
に
よ
っ
て
預
け
ら
れ
る
村
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
るùû

。

二

流
人
の
交
流
と
管
理

流
人
の
管
理
上
の
問
題
は
、
行
方
不
明
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
島
抜
け
が
そ

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
表
の
よ
う
に
、
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
か
ら

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
ま
で
で
五
一
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
るùü

。

表
か
ら
は
、
天
草
が
島
原
半
島
や
熊
本
藩
と
至
近
に
あ
り
、
容
易
に
島
抜
け

さ
れ
て
い
た
実
態
が
窺
え
る
。
そ
の
た
め
、
天
草
郡
中
で
は
、
大
庄
屋
や
庄
屋

と
い
っ
た
地
役
人
に
よ
る
警
戒
体
制
が
築
か
れ
て
い
た
と
と
も
に
、
旅
人
取
締

方
が
置
か
れ
、
越
村
し
た
警
察
権
行
使
を
可
能
と
す
る
組
織
が
設
け
ら
れ
て
い

たùý

。
島
抜
け
が
発
生
す
る
と
、
郡
中
に
は
人
相
書
が
廻
達
さ
れ
、
天
保
十
一

（
一
八
四
〇
）
年
の
「
御
役
所
御
触
会
所
添
書
留
帳
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
あ
るùþ

。

【
史
料
８
】

当
郡
上
野
原
村
ニ
差
置
候
流
人
無
宿
穢
多
そ
ふ
や
の
宗
五
郎
人
相
書

一
年
齢
廿
壱
歳
、

一
色
白
キ
方
、

一
髪
薄
キ
方
鬚
有
之
、

一
目
大
キ
方
、

一
歯
並
揃
、

一
中
肉
中
背
、

一
面
体
丸
キ
方
、

一
鼻
高
キ
方
、

一
耳
大
キ
方
、
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一
言
舌
騒
敷
不
分
リ
の
方
、

一
其
節
の
衣
服
木
綿
・
濃
千
草
竪
縞
之
単
物
ニ
木
綿
形
肌
着
を
着
、
赤
色

丸
と
じ
帯
を
〆
罷
在
候
、

右
者
従
大
坂
被
差
遣
候
書
面
、
上
野
原
村
へ
差
置
候
処
、
当
九
月
十
五
日

ゟ
村
方
へ
不
居
合
、
行
衛
難
知
旨
、
今
廿
一
日
訴
出
候
ニ
付
、
日
限
尋
申

付
置
候
条
、
郡
中
津
々
浦
々
渡
海
の
帰
所
、
諸
船
出
入
取
締
の
儀
ハ
勿
論
、

其
外
村
々
共
組
々
一
村
限
及
穿
鑿
、
右
体
の
も
の
見
当
候
ハ
ヽ
、
召
捕
可

差
出
候
、
其
外
胡
乱
心
当
の
儀
も
及
承
候
ハ
ヽ
、
早
々
可
申
出
候
、

右
の
趣
組
々
大
庄
屋
共
ゟ
一
村
限
遂
穿
鑿
早
々
可
申
出
候
、
以
上
、

　
　

子
九
月
廿
一
日　
　
　
　
　

冨
岡
御
役
所

栖
本
組

大
矢
野
組

砥
岐
組

右
廿
四
日
朝
飛
脚
両
人
持
参
候
ニ
付
写
し
取
置
、
本
紙
右
飛
脚
ゟ
会
所
へ

返
し
呉
候
様
、
為
持
返
者
直
ニ
東
西
へ
写
候
を
以
廻
ス
、
飛
脚
長
次
郎

上
野
原
村
の
預
流
人
宗
五
郎
が
九
月
十
五
日
に
村
方
か
ら
い
な
く
な
り
、
行

方
も
わ
か
ら
な
い
と
し
て
二
一
日
に
富
岡
役
所
に
訴
え
出
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、

表  島抜した天草流人
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日
限
尋
が
申
し
付
け
ら
れ
、
郡
中
の
津
々
浦
々
の
渡
海
場
所
、
船
の
出
入
り
に

あ
た
っ
て
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
各
組
で
一
村
限
の
穿

鑿
に
あ
た
る
よ
う
に
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
宗
五
郎
の
特
徴
を
記
し

た
十
一
箇
条
か
ら
な
る
人
相
書
も
添
え
ら
れ
、
見
つ
け
た
な
ら
ば
召
し
捕
ら
え

て
差
し
出
す
よ
う
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
栖
本
組
・
大
矢
野
組
・
砥
岐
組

に
宛
て
て
出
さ
れ
て
お
り
、
富
岡
役
所
は
島
抜
け
に
関
す
る
浦
触
を
、
天
草
の

上
島
・
下
島
に
分
け
て
廻
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
るùÿ

。

ま
た
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
流
人
音
吉
が
失
踪
し
た
一
件
で
は
、
捕

縛
か
ら
処
分
ま
で
が
同
年
作
成
の
『
御
用
留
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
天
草
流
人
無
宿
樽
屋
の
音
吉
行
衛
不
相
知
候

ニ
付
尋
方
申
付
候
段
先
御
届
書
」
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

【
史
料
９
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後
国
天
草
郡
荒
河
内
村
ニ
差
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
人

無
宿

樽
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
吉

当
年
二
拾
七
歳

右
者
大
坂
町
奉
行
掛

御
城
代
松
平
伊
豆
守
殿
嶋
御
証
文
を
以
、
肥
後
国
天
草
嶋
江
遠
島
被
仰
付
、

去
々
辰
八
月
廿
三
日
着
岸
仕
候
ニ
付
嶋
法
等
申
付
、
書
面
荒
河
内
村
ニ
差

置
、
相
応
の
渡
世
為
致
候
様
申
渡
、
村
役
人
共
江
引
渡
遣
候
後
、
村
内
ニ

居
小
屋
補
理
差
置
、
家
職
向
相
尋
候
得
共
、
仕
覚
候
儀
一
切
無
之
候
間
、

家
財
其
外
凌
ニ
不
差
支
様
手
当
い
た
し
遣
飯
米
等
時
々
相
渡
、
都
而
村
方

厄
介
ニ
い
た
し
置
候
処
、
去
ル
三
日
夜
ゟ
与
風
村
内
ニ
不
居
合
候
間
、
所

ニ
相
尋
候
得
共
、
行
衛
知
兼
候
旨
、
同
六
日
冨
岡
陣
屋
江
訴
出
候
ニ
付
、

天
草
郡
中
一
村
限
申
触
及
穿
鑿
、
日
限
尋
申
付
置
候
、
猶
委
細
の
儀
者
追

而
可
申
上
候
得
共
、
先
ツ
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　

午
正
月　
　
十
日
差
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
作
右
衛
門

こ
の
音
吉
は
、【
史
料
７
】
に
あ
っ
た
大
坂
町
奉
行
掛
の
流
人
で
あ
る
。
音

吉
は
、
差
遣
さ
れ
た
後
、「
嶋
法
」
等
が
申
し
付
け
ら
れ
荒
河
内
村
に
預
け
ら

れ
た
。
村
内
で
は
、
小
屋
を
修
理
し
た
場
所
に
差
し
置
き
、
村
役
人
は
渡
世
の

術
を
尋
ね
た
も
の
の
、
才
覚
が
一
切
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
家
財
を
は
じ
め
、

日
々
を
過
ご
す
の
に
困
ら
な
い
よ
う
に
手
当
し
、
飯
米
な
ど
も
時
宜
に
応
じ
て

渡
し
て
い
た
。
音
吉
の
世
話
は
全
て
村
方
が
面
倒
を
み
て
い
た
も
の
の
、
正
月

三
日
夜
に
突
然
、
村
か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
探
し
回
っ
た
も
の
の
行
方
が
わ
か

ら
ず
、
同
月
六
日
に
な
っ
て
富
岡
役
所
へ
訴
え
出
た
の
で
あ
る
。
荒
河
内
村
に

は
一
村
限
の
日
限
尋
が
申
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、
詳
細
は
追
っ
て
申
し
上
げ
る

と
し
、
取
り
急
ぎ
長
崎
代
官
か
ら
長
崎
奉
行
へ
十
日
に
差
出
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
村
限
の
日
限
尋
は
、【
史
料
８
】
の
人
相
書
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

越
村
し
て
捜
索
す
る
の
で
は
な
く
、
村
内
に
限
り
警
戒
体
制
を
強
め
る
も
の
で

あ
る
。

預
流
人
の
失
踪
が
確
認
さ
れ
る
と
、
数
日
間
、
預
村
で
捜
索
を
し
た
上
で
、

富
岡
役
所
に
届
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
音
吉
の
所
在
不
明
は
発
覚
し
て
三

日
後
に
富
岡
役
所
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
先
の
宗
五
郎
の
時
は
、
六
日
間
の
捜
索

を
経
て
届
け
ら
れ
て
お
り
、
預
村
で
の
初
動
捜
索
期
間
に
明
確
な
規
則
は
な
か

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
預
村
か
ら
の
訴
え
を
富
岡
役
所
が
受
理
す
る
と
日
限

尋
が
申
し
渡
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
富
岡
詰
役
人
の
職
掌
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
の
措
置
は
、
長
崎
代
官
を
経
由
し
て
長
崎
奉
行
に
そ
の
判
断
を
仰
い
で

お
り
、「
先
御
届
書
」
と
し
て
十
日
に
差
し
出
し
て
お
り
、
可
及
的
速
や
か
な

対
応
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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村
方
の
流
人
対
応
と
し
て
は
、
ま
ず
、
家
職
向
を
尋
ね
て
、
こ
れ
に
応
じ
る

意
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
村
方
が
預
か
る
際
に
、
流
人
に
手
に
職
が
あ

れ
ば
家
職
の
道
具
や
手
銭
な
ど
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ

る
。【
史
料
９
】
で
も
村
方
と
し
て
は
、
行
政
手
続
き
に
瑕
疵
が
な
い
こ
と
を

主
張
し
、
音
吉
を
く
ま
な
く
支
援
し
て
い
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。

失
踪
し
た
音
吉
は
、
間
も
な
く
捕
縛
さ
れ
る
。
同
年
の
『
御
用
留
』
に
あ
る

「
天
草
嶋
流
人
無
宿
樽
屋
の
音
吉
召
捕
手
鎖
申
付
候
儀
先
御
届
書
」
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
��
】

　
　
　
　
　

覚

　
　

一
当
午
正
月
十
二
日
手
鎖

私
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
後
国
天
草
郡
荒
河
内
村
ニ
差
置
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
人

無
宿

樽
屋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
吉

当
年
二
拾
七
歳

右
者
去
ル
十
日
先
御
届
申
上
置
候
大
坂
町
奉
行
掛

御
城
代
松
平
伊
豆
守
殿
嶋
御
証
文
を
以
、
肥
後
国
天
草
嶋
江
遠
島
被
仰
付
、

去
々
辰
八
月
廿
三
日
着
岸
仕
候
ニ
付
、
書
面
荒
河
内
村
ニ
差
置
、
仕
覚
候

職
業
無
御
座
候
間
、
飯
米
其
外
都
而
村
方
厄
介
ニ
い
た
し
置
候
処
、
去
ル

三
日
夜
ゟ
与
風
村
内
ニ
不
居
合
候
旨
、
同
六
日
冨
岡
陣
屋
江
訴
出
候
ニ
付
、

厳
敷
日
限
尋
申
付
、
猶
天
草
郡
中
一
村
限
申
触
、
穿
鑿
中
同
十
日
暮
頃
、

同
郡
大
嶋
子
村
ニ
而
同
村
役
人
共
差
押
、
荒
河
内
村
役
人
共
江
掛
合
越
候

由
ニ
而
召
捕
、
翌
十
一
日
夜
冨
岡
陣
屋
江
差
出
候
間
、
書
面
の
通
手
鎖
申

付
置
候
、
委
細
の
義
者
追
而
可
申
上
候
得
と
も
、
先
此
段
御
届
申
上
候
、

以
上
、

　
　
　

午
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
作
右
衛
門

前
段
部
分
は
、【
史
料
９
】
の
内
容
と
同
様
で
、
引
き
渡
し
た
後
の
状
況
、

そ
し
て
六
日
に
音
吉
の
失
踪
を
富
岡
役
所
に
訴
え
出
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

日
限
尋
が
申
し
付
け
ら
れ
た
後
、
穿
鑿
中
の
同
月
十
日
暮
に
大
嶋
子
村
で
、
村

役
人
が
身
柄
を
差
し
押
さ
え
た
と
の
連
絡
が
荒
河
内
村
役
人
に
あ
り
、
召
捕
ら

え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
翌
十
一
日
夜
、
富
岡
役
所
へ
身
柄
が
差

し
出
さ
れ
、
十
二
日
か
ら
手
鎖
と
な
っ
た
。
詳
し
い
こ
と
は
追
っ
て
申
し
上
げ

る
と
し
て
、
長
崎
代
官
か
ら
の
「
先
御
届
書
」
が
長
崎
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

富
岡
役
所
ま
で
身
柄
が
送
致
さ
れ
て
手
鎖
と
な
っ
た
音
吉
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
本
格
的
な
吟
味
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。「
肥
後
国
天
草
嶋
荒
河
内
村
差
置

候
流
人
音
吉
儀
村
方
ニ
不
居
合
旨
訴
出
日
限
尋
申
付
穿
鑿
中
召
捕
差
出
候
一
件

吟
味
仕
長
崎
奉
行
所
江
相
伺
下
知
相
済
落
着
申
渡
候
御
届
書
」（
天
保
五
年
『
御

用
留
』
所
収
）
に
は
、
大
坂
か
ら
天
草
に
差
遣
さ
れ
た
経
緯
（
前
科
）
と
と
も

に
、
前
述
し
た
天
草
で
の
引
き
渡
し
、
失
踪
時
の
天
草
郡
中
で
の
動
き
な
ど
が

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
音
吉
が
移
動
し
た
ル
ー
ト
は
次
に
掲
げ
る
図

の
よ
う
に
な
る
。

荒
河
内
村
に
預
け
ら
れ
た
音
吉
は
、
手
に
職
も
な
い
た
め
、
村
役
人
た
ち
が

世
話
を
し
て
「
ざ
る
造
り
」
を
習
わ
せ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
道
具
を
は
じ
め
、

家
財
な
ど
暮
ら
し
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
手
当
て
を
し
て
い
た
。「
ざ
る
造
り
」

は
、
稽
古
中
で
渡
世
で
き
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
引
き
続
き
村
方
が
支
援
し
て
い

る
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
年
は
、
余
寒
が
強
く
村
方
か
ら
の
援
助
を
「
気
の
毒
」

に
感
じ
た
音
吉
は
、
近
村
で
は
「
ざ
る
」
の
注
文
が
あ
り
、
相
応
の
代
銭
を
も

ら
っ
て
綿
入
一
つ
く
ら
い
を
調
達
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
立
ち
、
旅
人

が
多
く
商
売
が
繁
盛
し
て
い
る
牛
深
村
に
数
日
間
行
こ
う
と
決
意
す
る
。
そ
し

― ―��
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て
、
村
役
人
に
断
ら
ず
、
正
月
三
日
夜
に
他
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
牛
深
村
ま
で
の
道
が
わ
か
ら
ず
、
他
村
に
知
人
も
い
な
い
。
そ
こ

で
、
本
戸
馬
場
村
に
流
人
栄
助
が
い
る
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
知
人
で
は

な
い
が
流
人
同
士
と
い
う
こ
と
で
牛
深
ま
で
の
道
筋
を
尋
ね
よ
う
と
本
戸
馬
場

村
へ
向
か
い
、
四
日
暁
七
時
に
栄
助
宅
に
到
着
し
た
。
空
腹
だ
っ
た
た
め
朝
飯

を
給
仕
し
て
も
ら
い
、
五
時
頃
栄
助
の
と
こ
ろ
を
出
立
、
昼
九
時
頃
、
櫨
宇
土

村
に
差
し
か
か
る
と
、
こ
こ
に
流
人
藤
八
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
尋

ね
て
行
っ
た
が
留
守
だ
っ
た
。
小
田
床
村
に
向
か
う
も
日
が
暮
れ
て
き
た
の
で
、

名
前
も
知
ら
な
い
百
姓
ら
に
止
宿
を
求
め
た
が
断
ら
れ
、
こ
こ
に
は
流
人
重
蔵

が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
尋
ね
て
行
っ
た
。
し
か
し
、
重
蔵
も
留
守
に

し
て
い
た
た
め
、当
て
も
な
く
同
村
の
氏
神
拝
殿
で
一
夜
を
明
か
す
の
だ
っ
た
。

五
日
未
明
に
出
立
、
夕
七
時
頃
に
今
富
村
を
通
る
と
、
こ
こ
に
は
流
人
音
次
郎

が
い
る
の
で
尋
ね
た
が
不
在
だ
っ
た
。
牛
深
村
に
向
か
う
に
は
日
が
暮
れ
て
し

ま
う
の
で
百
姓
家
の
脇
に
あ
っ
た
小
屋
で
休
み
、
六
日
朝
に
出
立
、
昼
九
時
頃

に
牛
深
村
に
到
着
し
た
。

面
識
の
な
い
小
商
し
て
い
る
も
の
の
店
で
休
み
、
こ
こ
で
「
ざ
る
造
り
」
の

商
売
を
す
る
た
め
に
来
た
旨
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
牛
深
村
は
旅
人
の
出
入
が
多

く
、
以
前
か
ら
村
役
人
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
あ
り
、
請
人
の
な
い
者
は
稼

ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
音
吉
は
大
宮
地
村
に
住
む
流

人
市
兵
衛
の
所
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
市
兵
衛
は
、
二
年
前
に
差
遣
さ
れ

た
際
に
同
船
し
て
お
り
（【
史
料
７
】）、「
懇
意
」
に
し
て
い
た
と
い
う
。
道
中
、

牛
深
村
へ
向
か
っ
て
い
る
名
前
も
知
ら
な
い
塩
商
人
と
出
会
う
と
、
金
が
な
く

な
っ
て
き
た
音
吉
は
頼
み
込
ん
で
所
持
し
て
い
た
職
道
具
の
内
、「
庖
丁
」
一
挺
、

「
鋸
」
一
挺
、「
き
り
」
一
本
を
三
百
文
で
売
り
払
っ
た
。
六
日
七
時
頃
に
雨
が

降
り
出
し
た
の
で
往
還
端
の
観
音
堂
で
泊
ま
り
、
七
日
朝
五
時
頃
に
市
兵
衛
を

尋
ね
た
も
の
の
留
守
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
泉
村
の
流
人
伊
之
助
（【
史
料
７
】）

に
会
お
う
と
同
村
へ
向
か
う
こ
と
に
し
た
。
こ
の
日
の
夜
は
志
柿
村
の
道
端
の

地
蔵
堂
で
寝
て
九
日
未
明
に
出
発
、
昼
頃
に
今
泉
村
に
到
着
す
る
も
伊
之
助
は

「
日
雇
稼
」
に
出
て
い
て
不
在
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
嶋
子
村
に
い
る
流
人
与

兵
衛
（【
史
料
７
】）
の
所
へ
向
か
い
、
こ
の
日
の
夜
は
空
家
で
宿
泊
、
十
日
夕

七
時
過
ぎ
に
与
兵
衛
に
尋
ね
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
留
守
だ
っ
た
。

東
目
筋
で
は
「
ざ
る
造
り
」
で
渡
世
で
き
る
と
思
い
、
面
識
の
な
い
百
姓
の

家
々
に
宿
を
頼
ん
で
回
っ
た
が
断
ら
れ
続
け
た
。
そ
こ
で
、
庄
屋
宅
へ
行
っ
て

頼
ん
だ
ら
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
立
ち
、「
荒
河
内
村
住
居
の
流

人
ニ
而
ざ
る
造
渡
世
い
た
し
度
罷
越
及
暮
宿
相
頼
候
得
共
、
何
方
茂
相
断
及
難

渋
候
間
、
宜
相
頼
候
」
と
自
身
の
身
の
上
を
明
か
し
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
を
話
し
、
よ
ろ
し
く
差
配
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
音
吉
は
尋
者
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
村
役
人
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
身
柄

が
拘
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
大
嶋
子
村
か
ら
荒
河
内
村
へ
身
柄
が

移
送
さ
れ
る
と
、
こ
こ
で
吟
味
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
��
】

一
荒
河
内
村
役
人
と
も
吟
味
仕
候
処
、
音
吉
儀
去
々
辰
年
大
坂
表
ゟ
遠
嶋

被
仰
付
、
同
年
八
月
廿
三
日
着
岸
仕
候
ニ
付
、
冨
岡
陣
屋
ニ
お
ゐ
て
嶋

法
等
申
付
、
右
村
ニ
差
置
相
応
の
渡
世
為
致
候
様
申
渡
、
引
渡
遣
候
後

村
内
ニ
居
小
屋
補
理
差
置
、
家
職
向
相
尋
候
得
共
、
仕
覚
候
儀
一
切
無

之
候
間
、
ざ
る
造
為
習
候
積
、
右
職
入
用
の
道
具
者
勿
論
、
家
財
其
外

暮
方
ニ
不
差
支
様
手
当
い
た
し
遣
候
得
共
、
い
ま
た
渡
世
ニ
相
成
候
様

相
覚
不
申
候
間
、
都
而
村
方
厄
介
ニ
い
た
し
置
候
処
、
当
正
月
三
日
夜

ゟ
与
風
村
内
ニ
不
居
合
候
間
、
所
々
相
尋
候
得
共
行
衛
知
兼
候
ニ
付
、

同
六
日
私
役
所
江
訴
出
厳
敷
日
限
尋
申
付
、
於
右
郡
中
一
村
限
申
触
穿

鑿
中
ニ
候
処
、
同
十
日
夜
大
嶋
子
村
役
人
共
ゟ
音
吉
を
差
押
置
候
段
掛

― ―��



合
越
候
間
、
早
速
罷
越
召
捕
、
私
役
所
江
差
出
候
儀
の
旨
申
之
候
間
、

流
人
の
儀
者
渡
世
用
ニ
候
共
猥
ニ
他
所
為
致
間
敷
旨
、
其
外
嶋
法
の
儀
、

兼
而
厳
敷
申
渡
置
候
処
、
畢
竟
申
付
方
等
閑
ゟ
音
吉
儀
無
沙
汰
ニ
村
方

立
出
候
及
始
末
ニ
候
段
、
不
行
届
不
束
の
旨
吟
味
請
可
申
立
様
無
之
旨

申
之
候
、

右
吟
味
仕
候
趣
書
面
の
通
御
座
候
、
依
之
口
書
類
三
通
相
添
御
下
知
奉
伺

候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

天
保
五
午
年
二
月

二
年
前
に
大
坂
か
ら
差
遣
さ
れ
て
き
た
音
吉
は
、
正
月
三
日
夜
に
行
方
不
明

と
な
り
、
同
六
日
に
富
岡
役
所
に
訴
え
が
あ
っ
た
の
で
日
限
尋
を
申
し
付
け
た
。

郡
中
一
村
限
が
申
し
触
れ
ら
れ
、
穿
鑿
に
あ
た
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
大
嶋
子
村

役
人
が
身
柄
を
差
し
押
え
た
。
す
ぐ
に
荒
河
内
村
に
連
絡
さ
れ
召
し
捕
ら
え
ら

れ
、
富
岡
役
所
ま
で
差
し
出
す
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
。
流
人
は
渡
世
稼
ぎ

で
あ
っ
て
も
猥
に
他
出
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
ほ
か
、「
嶋
法
」
を
以
前
か
ら

厳
し
く
申
し
渡
し
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
頃
の
指
導
が
等
閑
と
な
っ
て

い
る
た
め
音
吉
が
無
沙
汰
に
他
出
し
た
の
で
あ
り
、
村
役
人
に
も
不
行
届
・
不

束
が
あ
っ
た
と
、
長
崎
奉
行
所
へ
上
申
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
、「
口

書
類
三
通
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、音
吉
が
捕
縛
さ
れ
た
大
島
子
村
、

預
村
の
荒
河
内
村
、
富
岡
役
所
で
作
成
さ
れ
た
調
書
三
通
と
思
わ
れ
、
各
所
で

綿
密
に
取
り
調
べ
ら
れ
、
こ
れ
を
以
て
長
崎
奉
行
所
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
受
け
て
下
さ
れ
た
長
崎
奉
行
所
の
所
見
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
��
】

　
　

御
附
紙
伊
勢
守
殿
御
印

書
面
音
吉
儀
流
人
の
身
分
ニ
而
猥
ニ
他
村
江
罷
越
候
儀
ハ
不
相
成
処
、

渡
世
用
ニ
候
迚
居
村
立
出
、
其
上
村
方
ゟ
渡
置
候
庖
丁
其
外
、
名
住
所

不
存
も
の
江
売
払
候
段
、
旁
不
埒
ニ
付
、
三
十
日
手
鎖
申
付
、
以
来
心

得
違
無
之
様
申
渡
、
元
居
村
江
可
被
差
置
候
、
且
又
荒
河
内
村
役
人
共

儀
村
内
ニ
流
人
差
置
候
ニ
付
而
者
別
而
可
心
付
処
、
音
吉
儀
村
方
立
出

候
始
末
ニ
至
り
殊
ニ
日
限
尋
申
付
置
処
、
不
尋
出
段
不
埒
ニ
付
、
庄
屋

ハ
過
料
三
貫
文
、
年
寄
ハ
急
度
叱
置
可
被
申
候
、

右
の
通
在
勤
久
世
伊
勢
守
江
相
伺
候
処
、
附
紙
を
以
下
知
相
済
候
付
、
当

二
月
廿
四
日
於
冨
岡
陣
屋
夫
々
落
着
申
渡
、
過
料
銭
等
取
立
之
長
崎
奉
行

所
江
差
出
申
候
、
依
之
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

午
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
作
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　

公
事
方
御
月
番
江
差
出

長
崎
代
官
か
ら
の
上
申
書
に
、
久
世
伊
勢
守
広
正
が
附
紙
を
し
て
返
答
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
音
吉
は
流
人
の
身
分
で
あ
る
の
で
勝
手
に
他
村
へ
行
っ
て
は

な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
渡
世
稼
ぎ
の
た
め
に
居
村
を
出
立
し
た
。
さ
ら
に
、
村
方

か
ら
渡
さ
れ
て
い
た
庖
丁
な
ど
を
名
前
も
住
所
も
わ
か
ら
な
い
者
へ
売
り
渡
し

た
こ
と
は
不
埒
で
あ
る
し
て
三
十
日
手
鎖
と
し
、
今
後
は
心
得
違
い
が
な
い
よ

う
に
申
し
渡
し
て
荒
河
内
村
に
差
し
置
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
荒
河
内
村
の
村
役
人
た
ち
は
、
預
流
人
に
は
特
に
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
音
吉
の
出
立
を
招
い
た
。
特
に
日
限
尋
を
申
し
付
け

て
お
い
て
も
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
不
埒
で
あ
る
と
し
、
庄
屋

に
は
過
料
三
貫
文
、
年
寄
に
は
急
度
叱
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

音
吉
は
「
島
抜
可
致
所
存
更
ニ
無
之
」（『
御
用
留
』）
と
あ
り
、
島
抜
け
を

す
る
つ
も
り
で
な
く
、
上
述
し
て
き
た
通
り
、
村
方
へ
の
気
遣
い
か
ら
渡
世
稼

ぎ
の
た
め
に
他
出
し
た
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
島
法
に
違
反
し
た
こ
と
を
咎
め

て
、
三
十
日
手
鎖
が
申
し
付
け
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
村
役
人
た
ち
は
、

― ―��



預
流
人
を
失
踪
さ
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
日
限
尋
で
探
し
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

咎
め
ら
れ
た
理
由
で
あ
る
。

こ
れ
は
長
崎
奉
行
久
世
伊
勢
守
広
正
か
ら
の
下
知
を
受
け
て
、
富
岡
役
所
で

そ
れ
ぞ
れ
に
申
し
渡
さ
れ
、
二
月
二
四
日
に
「
落
着
」
に
至
っ
て
い
る
。
一
連

の
手
続
き
は
、
長
崎
代
官
が
流
人
へ
の
裁
断
権
を
有
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味

し
、
ま
た
、
天
草
郡
中
の
村
役
人
の
処
分
権
さ
え
も
長
崎
奉
行
所
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
過
料
銭
な
ど
も
富
岡
役
所
が
徴
収
し
た
の
ち
、
長
崎
奉

行
所
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
長
崎
代
官
か
ら
申
し
渡
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
長
崎
代
官
の
直
接
的
な
上
長
に
あ
た
る

公
事
方
勘
定
所
に
も
報
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

過
料
は
、「
過
料
銭
差
出
の
儀
申
上
候
書
付
」
と
一
緒
に
提
出
さ
れ
た
。

【
史
料
��
】

　
　
　
　
　

覚

　
　

一
銭
三
貫
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
料
銭

右
者
肥
後
国
天
草
郡
荒
河
内
村
ニ
差
置
候
流
人
音
吉
并
一
件
引
合
者
も
の

共
落
着
被
仰
渡
候
付
、
同
村
庄
屋
本
多
泰
助
過
料
銭
書
面
の
通
差
出
申
候
、

依
之
此
段
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

午
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
木
作
右
衛
門

預
流
人
音
吉
の
一
件
が
落
着
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
荒
河
内
村
庄
屋
の
本
多

泰
助
に
科
さ
れ
た
過
料
銭
三
貫
文
が
こ
の
文
書
と
と
も
に
高
木
作
右
衛
門
か
ら

長
崎
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
。
終
始
、
流
人
の
失
踪
に
あ
た
っ
て
は
、
長
崎
奉

行
所
の
所
轄
と
し
て
司
法
手
続
き
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

取
り
調
べ
の
中
で
、
音
吉
は
他
村
に
住
む
流
人
を
頼
っ
て
転
々
と
し
て
い
た

こ
と
を
供
述
し
て
い
る
。
こ
れ
に
あ
た
り
、
富
岡
役
所
も
こ
こ
で
あ
が
っ
た
流

人
の
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
次
の
記
録
を
残
し
て
い
る
（『
御
用
留
』）。

【
資
料
��
】

右
音
吉
尋
参
候
先
々
の
流
人
櫨
宇
土
村
藤
八
者
京
都
町
奉
行
掛
、
小
田
床

村
重
蔵
者
大
坂
町
奉
行
掛
、
去
ル
子
年
一
同
被
差
遣
、
今
泉
村
音
次
郎
同

断
、
去
ル
未
年
被
差
遣
、
今
泉
村
伊
之
助
・
大
宮
地
村
市
兵
衛
・
大
嶋
子

村
与
兵
衛
同
断
、
去
々
辰
年
音
吉
一
同
被
差
遣
候
も
の
に
て
別
段
相
糺
不

申
候
、

そ
れ
ぞ
れ
の
預
流
人
が
京
都
町
奉
行
掛
か
、
大
坂
町
奉
行
掛
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
上
で
差
遣
さ
れ
た
年
ま
で
も
特
定
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
自
身
に
取
り
調

べ
は
及
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が
、
音
吉
の
供
述
の
裏
取
り
が
さ
れ
て
い
る
。
音

吉
と
一
緒
に
大
坂
か
ら
差
遣
さ
れ
た
者
と
の
交
流
は
、
船
中
で
「
懇
意
」
に
し

て
い
た
存
在
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
で
あ
っ
て
も
流

人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
厚
に
構
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
今
回
の
件
で
明

ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三

流
人
の
処
分
と
島
抜
け

流
人
が
差
遣
さ
れ
た
後
、
流
罪
地
に
お
け
る
犯
罪
を
想
定
し
た
法
規
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
天
草
が
人
気
険
悪
な
場
所
で
、
縷
縷
百
姓
一
揆
が
勃
発
し
、
社
会
不

安
の
甚
だ
し
い
と
こ
ろ
に
鑑
み
れ
ばùĀ

、
重
罪
犯
が
差
遣
さ
れ
る
以
上
、
当
然
の

措
置
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
公
事
方
御
定
書
を
み
れ
ば
、
左
記
の
規
定
が
あ
るú÷

。

【
史
料
��
】

　
　

従
前
々
の
例

― ―��



一
遠
嶋
も
の
嶋
に
て
死
罪
以
上
の
悪
事
い
た
し
候
ニ
お
ゐ
て
ハ

於
其
嶋

死
罪

但
、
同
類
又
ハ
於
其
嶋
ね
た
り
事
い
た
し
、
或
は
あ
ば
れ
候
類
の
も
の

嶋
替

　
　

寛
保
二
年
極

　
　

一
嶋
を
逃
候
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

於
其
嶋
死
罪

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
流
人
が
遠
島
地
で
死
罪
以
上
の
悪
事
を
し
た
な
ら
ば
、
そ

の
島
で
死
罪
と
あ
る
。
ま
た
、「
同
類
」
だ
っ
た
り
、
そ
の
島
で
ね
だ
り
こ
と

を
し
た
り
、
粗
暴
な
者
は
島
替
と
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
島
を
逃
げ
た
者

（
島
抜
け
）は
、そ
の
島
で
死
罪
と
す
る
。
公
事
方
御
定
書
は
秘
密
法
典
で
あ
り
、

一
般
に
公
布
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ばúø

、
天
草
で
は
、
幕
領
預
所
と
し

て
の
支
配
原
理
で
対
処
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
公
事
方
御
定
書
の
規
定
は
長
崎
奉

行
の
経
伺
を
通
じ
て
、
下
知
状
に
よ
り
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
天
草
で
発
生
し
た
流
人
の
事
件
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
れ
ば
、
天

保
六
（
一
八
三
五
）
年
の
『
犯
科
帳
』
に
盗
み
の
判
例
が
あ
るúù

。

【
史
料
��
】

　
　

肥
後
国
牛
深
村
ニ
罷
在
候

流
人

無
宿

入
墨

嶋
屋
の

　
　

一
松
次
郎　
　
　
　
　
　
　

未
八
月
十
八
日
牢
預

未
八
月
廿
一
日
入
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
守
殿
江
伺
、
御
差
図
於
嶋
死
罪

右
の
も
の
盗
其
外
悪
事
有
之
、
於
大
坂
敲
、
又
ハ
入
墨
の
上
重
敲
の
上
重

追
放
、
其
後
遠
嶋
相
成
処
、
悪
事
不
相
止
、
去
ル
巳
二
月
十
日
村
内
む
く

方
江
参
ル
処
、
表
戸
建
寄
有
之
明
ケ
這
入
処
、
人
不
居
合
迚
揚
リ
口
ニ
有

之
衣
類
三
品
盗
取
、
後
悔
内
済
い
た
し
度
、
村
内
安
五
郎
を
頼
盗
取
ル
衣

類
差
返
、
其
上
村
方
無
断
立
出
ル
始
末
不
届
ニ
付
、
死
罪
ニ
行
ふ
も
の
也
、

松
次
郎
は
、
大
坂
町
奉
行
掛
の
流
人
で
、
遠
島
に
な
っ
た
後
も
悪
事
を
止
め

な
か
っ
た
。
二
年
前
の
二
月
十
日
に
牛
深
村
む
く
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
表
戸

が
開
い
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
這
っ
て
入
り
、
人
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
揚
口
に

あ
っ
た
衣
類
三
品
を
盗
み
取
っ
た
。
そ
の
後
、
後
悔
し
て
内
済
に
し
て
欲
し
い

と
村
内
の
安
五
郎
に
頼
ん
で
盗
み
取
っ
た
衣
類
を
返
却
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
長
崎
奉
行
の
判
断
は
、
村
方
を
無
断
で
出
立
し
た
こ
と
は
不
届
で
あ
る

と
し
て
、
老
中
松
平
和
泉
守
乗
寛
へ
伺
っ
た
上
で
、
下
知
に
よ
り
天
草
で
死
罪

と
な
っ
て
い
る
。

天
草
で
盗
み
を
働
い
た
松
次
郎
は
、
長
崎
に
身
柄
送
致
さ
れ
て
取
り
調
べ
を

受
け
て
お
り
、
老
中
下
知
が
な
さ
れ
る
ま
で
長
崎
奉
行
所
が
管
轄
す
る
牢
屋
に

置
か
れ
た
。
最
終
的
な
死
罪
の
執
行
は
、
天
草
で
行
な
う
よ
う
に
申
し
伝
え
ら

れ
、【
史
料
��
】
の
規
定
通
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
遣
り
取
り
は
、

長
崎
奉
行
が
老
中
へ
江
戸
伺
を
し
て
い
る
た
め
、
正
規
の
司
法
手
続
き
で
あ
る
。

松
次
郎
は
内
済
を
求
め
て
村
内
の
安
五
郎
に
頼
ん
で
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。
内
済
は
、
当
事
者
間
で
解
決
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、

流
人
に
よ
る
盗
罪
と
し
て
刑
事
手
続
き
で
裁
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
自
訴

も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

流
人
に
よ
る
盗
み
は
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
た
よ
う
で
、
次
に
示
す
天
保
九

（
一
八
三
八
）
年
に
も
発
生
し
て
い
るúú

。

【
史
料
��
】

　
　

肥
後
国
亀
浦
村
ニ
罷
在
候

流
人

無
宿

三
木
の

　
　

一
与
吉

戌
三
月
廿
五
日
入
牢

和
泉
守
殿
江
伺

伺
の
通
於
天
草
嶋
死
罪

― ―��



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
箱
消
の
分
ハ
作
右
衛
門
手
代
江
相
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

科
書
江
認
不
申
候
事
為
見
合
留
有
之
候

右
の
も
の
盗
其
外
悪
事
有
之
於
大
坂
入
墨
の
上
重
敲
の
上
大
坂
三
郷
払
、

摂
河
両
国
払
、
重
敲
の
上
重
追
放
、
其
後
遠
嶋
相
成
処
、
悪
事
不
相
止
、

村
方
無
断
立
出
、
上
津
深
江
村
ニ
罷
在
流
人
虎
吉
方
江
参
リ
帰
の
節
、
去

酉
七
月
十
一
日
夜
九
時
頃
年
柄
村
松
五
郎
宅
壁
破
候
処
を
押
広
ヶ
這
入
、

手
元
ニ
有
之
木
綿
反
物
切
地
等
六
貫
文
盗
取
、
右
の
内
木
綿
三
反
壱
切
手

拭
弐
筋
銭
壱
貫
四
百
文
ハ
虎
吉
江
呉
遣
し
、
木
綿
壱
反
ハ
着
用
ニ
い
た
し
、

切
地
三
切
ハ
所
持
、
其
余
ハ
売
払
代
金
盗
銭
共
都
合
金
弐
歩
壱
朱
銭
四
貫

六
百
文
不
残
酒
食
ニ
遣
捨
ル
始
末
不
届
ニ
付
、
死
罪
ニ
行
ふ
も
の
也
、

流
人
の
与
吉
は
、
遠
島
に
な
っ
て
も
悪
事
を
止
め
ず
、
村
方
を
無
断
で
出
立
、

上
津
深
江
村
に
い
る
流
人
虎
吉
宅
か
ら
の
帰
路
、
前
年
の
七
月
十
一
日
夜
九
時

頃
に
年
柄
村
松
五
郎
宅
の
壁
が
破
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
押
し
広
げ
て
這
っ
て
入

り
、
手
元
に
あ
っ
た
木
綿
反
物
切
地
に
加
え
、
六
貫
文
を
盗
み
取
っ
た
。
こ
の

う
ち
木
綿
三
反
一
切
れ
、
手
拭
二
筋
、
銭
一
貫
四
百
文
は
虎
吉
に
渡
し
、
木
綿

一
反
は
着
用
、
切
地
三
切
れ
は
所
持
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
は
、
売
払
代
金
、

盗
み
取
っ
た
金
銭
、
あ
わ
せ
て
金
二
歩
一
朱
、
銭
四
貫
六
百
文
は
残
ら
ず
酒
食

に
遣
い
切
っ
た
と
い
う
。
一
連
の
行
為
は
不
届
で
あ
る
と
断
罪
さ
れ
、
松
平
和

泉
守
乗
寛
に
伺
っ
た
上
で
、
天
草
で
死
罪
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。

与
吉
は
前
述
し
た
松
次
郎
と
同
じ
処
分
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、
長
崎
奉
行
所

で
は
死
罪
の
量
刑
だ
っ
た
た
め
、
江
戸
伺
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

流
人
の
盗
罪
に
つ
い
て
は
、極
刑
が
科
さ
れ
る
の
が
量
刑
相
場
と
な
っ
て
お
り
、

前
科
を
含
め
た
常
習
性
が
加
味
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
与
吉
か

ら
品
物
を
受
け
取
っ
た
虎
吉
は
、
止
宿
を
し
て
い
た
り
、
盗
品
と
は
知
ら
な
か

っ
た
が
与
吉
と
博
奕
し
た
勝
分
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
と
し
て
、
同
じ
く
江

戸
伺
の
結
果
、
所
持
品
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
牢
内
で
三
十
日
手
鎖
と
な
っ
て
い

る
。天

保
六
（
一
八
三
五
）
年
に
は
、
流
人
に
よ
る
傷
害
事
件
も
発
生
し
て
い
るúû

。

【
史
料
��
】

同
郡
久
玉
村
ニ
罷
在

流
人

京
都
室
町
今
出
川
上
ル
町

よ
り
借
屋

藤
次
郎
同
居
父

　
　

一
万
之
助　
　
　
　
　
　

酉
三
月
十
三
日
入
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
守
殿
江
伺

戌
二
月
廿
七
日
御
差
図
嶋
替

右
の
も
の
悪
事
有
之
京
都
ニ
お
ゐ
て
遠
嶋
相
成
ル
身
分
不
慎
、
村
方
無
断

立
出
、
牛
深
村
ろ
く
方
ニ
而
流
人
清
吉
と
酒
給
合
節
、
同
人
及
悪
口
共
、

勘
弁
の
致
方
可
有
之
処
無
其
儀
、
酒
狂
の
上
同
人
帯
し
参
ル
脇
差
を
取
、

面
部
并
右
肩
よ
り
二
ノ
腕
江
懸
手
疵
為
負
、
右
抜
身
を
奪
合
節
、
其
方
も

疵
受
ル
な
れ
共
、
清
吉
儀
は
右
疵
ニ
而
右
ノ
腕
、
并
左
右
の
手
の
指
五
本

屈
伸
不
相
成
、
片
輪
ニ
相
成
ル
段
、
酒
狂
の
由
ハ
難
立
、
右
始
末
不
届
ニ

付
嶋
替
、

万
之
助
（【
史
料
５
】・【
史
料
６
】）
は
、遠
島
に
な
っ
た
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、

村
方
を
無
断
で
出
立
し
、
牛
深
村
ろ
く
方
に
訪
れ
、
流
人
清
吉
と
酒
を
飲
ん
で

い
た
。
す
る
と
、
勘
弁
し
難
い
こ
と
が
あ
り
、
酒
狂
で
の
こ
と
で
は
あ
っ
た
も

の
の
、
清
吉
が
持
っ
て
い
た
脇
差
を
手
に
し
て
、
顔
、
そ
し
て
右
肩
か
ら
二
の

腕
に
か
け
て
手
傷
を
負
わ
せ
た
。
そ
し
て
、
抜
身
を
奪
い
合
っ
た
際
に
、
自
身

も
傷
を
受
け
た
。
清
吉
は
こ
の
傷
が
も
と
で
、
右
腕
、
左
右
の
手
の
指
五
本
が
屈

伸
し
な
い
後
遺
症
が
あ
っ
た
。
酒
狂
を
理
由
に
減
刑
す
る
こ
と
は
認
め
が
た
く
、

不
届
で
あ
る
の
で
、
松
平
和
泉
守
に
伺
っ
た
上
で
、「
嶋
替
」
と
な
っ
て
い
る
。

前
掲
【
史
料
��
】
の
「
あ
ば
れ
候
類
」
と
し
て
、処
分
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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な
お
、
清
吉
も
吟
味
を
受
け
て
お
り
、
八
月
十
八
日
に
牢
預
、
同
月
二
一
日

に
入
牢
と
な
っ
て
い
る
。
清
吉
は
志
岐
村
に
預
け
ら
れ
て
い
た
流
人
で
あ
り
、

【
史
料
��
】
の
松
次
郎
を
無
断
で
止
宿
、
内
済
の
世
話
を
し
た
り
、
村
役
人
に

偽
り
を
申
し
立
て
て
他
村
へ
行
き
、
流
人
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
脇
差
を
帯
び

て
い
る
振
る
舞
い
が
咎
め
ら
れ
て
い
る
が
、「
右
始
末
不
埒
ニ
付
急
度
も
可
申

付
処
、
数
日
入
牢
ニ
付
令
宥
免
、
咎
の
不
及
沙
汰
」
と
、
入
牢
に
な
っ
た
期
間

を
勘
案
し
て
、
宥
免
と
な
っ
て
い
る
。「
遠
嶋
相
成
ル
身
分
不
慎
」
者
で
あ
っ

た
が
、
相
応
の
傷
を
負
っ
た
と
し
て
、
幕
府
の
判
断
と
し
て
は
、
宥
免
に
処
し

た
の
で
あ
る
。
本
件
は
、
公
事
方
御
定
書
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
、
超
法
規
的
措

置
と
評
価
で
き
よ
う
。

天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
は
、
博
奕
で
処
罰
さ
れ
た
判
例
が
あ
るúü

。

【
史
料
��
】

肥
後
国
天
草
嶋

流
人
無
宿

入
墨

堀
江
の

一
清
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
六
月
十
三
日
入
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
月
十
九
日
重
敲

右
の
も
の
大
坂
ニ
お
ゐ
て
不
届
有
之
、
遠
嶋
ニ
相
成
候
処
、
身
分
不
慎
賭

の
諸
勝
負
は
御
法
度
ニ
有
之
処
、
去
亥
三
月
廿
二
日
村
役
人
江
無
断
罷
出
、

上
津
深
江
村
八
十
松
宅
に
て
、
下
内
野
村
無
宿
半
次
郎
外
三
人
一
同
手
合

ニ
加
リ
、
弐
三
銭
賭
之
廻
リ
筒
簺
博
奕
い
た
し
候
段
、
不
届
ニ
付
重
敲
、

清
吉
は
遠
島
に
な
り
な
が
ら
も
身
持
を
慎
ま
ず
、
賭
勝
負
は
ご
法
度
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
去
年
の
三
月
二
日
に
村
役
人
に
無
断
で
博
奕
を
し
に
出
か

け
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
上
津
深
江
村
八
十
松
宅
に
て
、
下
内
野
村
無
宿
半
次

郎
な
ど
三
人
と
博
奕
を
し
た
と
し
て
重
敲
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
も
、
長
崎
で

入
牢
と
な
っ
て
お
り
、
刑
罰
も
長
崎
奉
行
所
が
申
し
渡
し
て
い
る
。

こ
れ
は
一
貫
し
て
、
長
崎
奉
行
所
で
裁
断
し
て
お
り
、
江
戸
伺
に
も
及
ん
で

い
な
い
。
そ
れ
は
、
判
例
法
で
対
処
が
可
能
な
罪
状
で
あ
る
こ
と
、
重
敲
で
あ

る
た
め
、
長
崎
奉
行
の
手
限
仕
置
が
可
能
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
長
崎
代
官
と

し
て
は
、
博
奕
に
対
す
る
裁
断
権
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
長
崎
奉
行
所
が
天

草
領
民
（
預
流
人
）
で
あ
っ
て
も
、
長
崎
村
の
犯
罪
と
同
等
に
処
決
し
た
の
で

あ
る
。
公
事
方
御
定
書
の
規
定
は
、
重
罪
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
の

よ
う
な
軽
微
な
犯
罪
に
対
し
て
は
、
流
人
で
あ
っ
て
も
長
崎
奉
行
所
で
の
処
分

が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、【
史
料
９
】
や
【
史
料
��
】
に
記
さ
れ
て
い
た
音
吉
で
あ
る
が
、
天

保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
に
島
抜
け
を
試
み
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
るúý

。

【
史
料
��
】

高
木
作
右
衛
門
御
代
官
所

肥
後
国
天
草
嶋

流
人

無
宿

樽
屋
の

一
音
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
二
月
廿
五
日
牢
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
三
月
十
九
日
入
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
後
守
殿
江
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
十
月
十
八
日
伺
の
通
嶋
替

右
の
も
の
悪
事
有
之
、
堺
ニ
お
ゐ
て
入
墨
の
上
敲
、
又
者
入
墨
入
直
し
堺

両
郷
払
、
或
者
重
敲
の
上
重
追
放
、
其
後
遠
嶋
ニ
相
成
、
村
方
無
断
立
出

候
ニ
付
、
手
鎖
ニ
相
成
候
処
、
又
去
ル
酉
八
月
島
方
逃
去
、
筑
前
国
江
罷

越
所
々
立
廻
罷
在
候
処
、
島
逃
去
候
段
後
悔
い
た
し
立
帰
自
訴
い
た
し
候

与
者
乍
申
、
右
始
末
不
届
ニ
付
嶋
替
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
流
罪
と
な
る
前
の
量
刑
が
記
さ
れ
た
上
、
直
近
と
し
て
前

述
し
た
天
草
で
の
悪
事
、
村
方
を
無
断
で
出
立
し
た
の
で
手
鎖
と
な
っ
て
い
る

旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
八
月
に
島
を
逃
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げ
（
島
抜
け
）、
筑
前
国
に
行
っ
て
所
々
を
徘
徊
し
て
い
た
が
、
島
抜
け
を
後

悔
し
て
立
ち
帰
り
自
訴
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
島
抜
け
は
不
届
と
断
罪
さ
れ
、

江
戸
伺
の
結
果
、「
嶋
替
」
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。

音
吉
は
島
抜
け
を
し
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
天
草
に
戻
り
自
訴
を
試
み

た
。
そ
し
て
、
身
柄
は
長
崎
奉
行
所
に
送
致
さ
れ
、
老
中
太
田
備
後
守
資
始
に

江
戸
伺
を
す
る
な
ど
、「
自
訴
」
の
認
定
を
め
ぐ
る
審
議
が
な
さ
れ
た
。
長
崎

奉
行
は
こ
れ
を
認
め
る
判
断
を
し
て
お
り
、
老
中
も
こ
れ
を
是
と
し
て
「
嶋
替
」

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
前
述
し
た
【
史
料
��
】
に
従
い
、
天

草
で
死
罪
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ
れ
よ
り
一
等
減
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

だ
け
、
天
草
は
島
抜
け
が
頻
発
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
自
ら
帰
参
し
た
行
為
を

長
崎
奉
行
と
老
中
は
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
音
吉
の
島
抜
け
は
、
村
役
人
の
監
督
不
行
届
と
申
達
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
��
】

同
人
御
代
官
所

同
国
天
草
郡
荒
河
内
村

庄
屋
本
多
泰
助

年
寄
三
蔵

右
煩
ニ
付
代

年
寄

一
兼
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

備
後
守
殿
江
伺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
十
月
十
八
日
御
差
図
急
度
叱

本
多
泰
助
三
蔵
儀
流
人
の
儀
は
別
而
可
心
付
旨
申
渡
も
有
之
候
処
、
村
内

ニ
差
置
候
流
人
音
吉
儀
嶋
抜
い
た
し
候
ニ
付
、
永
尋
申
付
置
候
処
、
音
吉

儀
隣
村
下
内
野
村
江
立
帰
候
迄
不
尋
出
候
段
、
一
同
不
埒
ニ
付
、
急
度
叱
、

庄
屋
本
多
泰
助
と
年
寄
三
蔵
が
病
気
の
た
め
、
兼
吉
が
長
崎
奉
行
所
に
召
喚

さ
れ
、
申
し
渡
し
を
受
け
て
い
る
。
両
人
は
、
流
人
を
特
段
注
意
す
る
よ
う
に

申
し
渡
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
預
流
人
音
吉
の
島
抜
け
を
許
し
た
こ
と
を
断
罪
さ

れ
て
い
る
。
永
尋
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
音
吉
は
、
隣
村
の
下
内

野
村
へ
立
ち
帰
っ
て
お
り
、
村
役
人
た
ち
が
尋
ね
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

と
い
う
。
そ
こ
で
、
庄
屋
・
年
寄
に
対
し
て
、
不
埒
で
あ
る
と
し
て
急
度
叱
が

申
し
渡
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
江
戸
伺
を
経
て
、
老
中
太
田
備
後
守
資

始
か
ら
下
知
を
受
け
て
お
り
、
音
吉
へ
の
自
訴
を
認
め
た
も
の
の
、
村
役
人
の

落
度
は
宥
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
永
尋
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
村
役

人
は
捕
縛
す
る
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
伺
を
経
て
、
長
崎
奉
行
所
で
結
審
す
る
と
、【
史
料
��
】
に
も
記
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
長
崎
奉
行
所
か
ら
長
崎
代
官
手
代
に
「
科
書
」
が
渡
さ
れ
る
。

こ
の
「
科
書
」
が
、
長
崎
代
官
手
代
か
ら
富
岡
役
所
へ
転
達
さ
れ
た
末
、
刑
罰

の
執
行
に
移
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
仕
置
の
執
行
が
済
む
と
、

そ
れ
を
認
め
た
届
書
が
作
成
さ
れ
、
高
木
作
右
衛
門
か
ら
長
崎
奉
行
所
へ
提
出

さ
れ
る
に
至
り
、
こ
う
し
て
一
連
の
司
法
手
続
き
を
終
え
た
の
で
あ
っ
たúþ

。
そ

の
際
、
富
岡
詰
の
手
代
が
立
ち
会
い
刑
罰
執
行
を
見
届
け
て
お
り
、
滞
り
な
く

執
り
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
公
事
方
御
定
書
で
は
、
島
抜
け
し
た
者
は
そ
の
島
で
死
罪
に
す
る
と

規
定
さ
れ
、
流
人
と
し
て
不
法
、
違
法
な
行
為
が
あ
れ
ば
、「
嶋
替
」
ま
た
は

死
罪
に
処
す
と
あ
る
。
今
回
、
そ
れ
と
は
異
な
る
動
き
が
確
認
さ
れ
、
流
人
は

差
遣
先
の
司
法
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
大
坂
町
奉
行
掛
の
高
浜
村
預
流
人
市
松
が
島
抜

け
し
た
結
果
、
大
坂
で
捕
縛
さ
れ
て
い
るúÿ

。
そ
の
際
、
大
坂
町
奉
行
は
大
坂
城

代
に
上
申
し
な
が
ら
裁
い
て
お
り
、
結
果
、
引
廻
し
獄
門
に
処
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
大
坂
町
奉
行
か
ら
長
崎
代
官
に
「
科
書
」
が
送
付
さ
れ
、
さ
ら

に
高
浜
村
庄
屋
に
過
料
三
貫
文
、
年
寄
・
百
姓
代
に
は
急
度
叱
が
申
し
付
け
ら

れ
た
。
あ
わ
せ
て
、「
科
札
」
を
村
内
に
掲
示
す
る
よ
う
に
求
め
て
お
り
、
高

浜
村
の
役
人
ら
は
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
島
抜
け
し
た
者
の
捕
縛
地
に
近
い
奉
行
所
・
代
官
所
が
一
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連
の
司
法
行
為
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
裁
断
し
た
結
果
だ
け
を
預
所
と

し
て
い
た
長
崎
代
官
に
通
達
し
た
の
で
あ
り
、
公
事
方
御
定
書
の
規
定
よ
り
も

現
場
の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
大
坂
城
代
は
公
事
方
御
定
書
を
閲
覧
で

き
る
立
場
に
あ
っ
た
も
の
の
、
公
事
方
御
定
書
に
は
、
あ
る
程
度
の
融
通
が
認

め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
た
め
、
大
坂
町
奉
行
の
司
法
手
続
き
に
従

っ
て
、
大
坂
城
代
に
稟
議
を
図
り
な
が
ら
流
人
を
対
処
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

流
罪
は
、
幕
府
の
司
法
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
公
事
方

御
定
書
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
国
流
島
五
つ
の
島
で
紐
帯
を
な
し

た
幕
府
の
刑
罰
体
系
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の
た
め
、
流
罪
地
か
ら
の
除
外
願

い
は
叶
い
難
く
、
幕
藩
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
る
以
上
、
継
続
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
西
国
流
人
の
差
遣
は
、
大
坂
町
奉
行
が
担
っ
て
お

り
、
そ
の
多
寡
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
島
順
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
分
配
の
指

示
を
出
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
幕
府
評
定
所
と
は
独
立
し
た
大
坂
町
奉
行
所

に
よ
る
運
用
、
差
配
が
是
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

流
罪
執
行
に
と
も
な
う
負
担
は
、
最
終
的
に
は
村
方
に
及
ん
で
い
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
郡
中
に
引
き
渡
さ
れ
て
以
降
、
村
で
は
預
流
人
へ
手
職
の

習
得
の
た
め
に
支
援
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
日
雇
い
渡
世
を
送
る
流
人
も
お

り
、
預
け
ら
れ
た
村
に
よ
っ
て
、
そ
の
対
応
や
支
援
形
態
は
異
な
っ
て
い
た
。

流
人
を
受
け
入
れ
る
富
岡
役
所
も
郡
中
に
委
任
す
る
以
上
、
最
低
限
の
要
請
に

留
ま
り
、
村
方
と
し
て
は
島
抜
け
な
ど
の
悪
事
が
生
じ
た
際
の
弁
解
可
能
な
対

応
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
郡
中
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
等
し

く
流
人
に
警
戒
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
牛
深
村
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
請
人
を

求
め
る
な
ど
厳
し
く
対
応
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。
富
岡
役
所

で
島
法
の
遵
守
を
申
し
渡
し
て
以
降
、
そ
の
管
理
は
村
方
に
移
行
し
、
責
任
あ

る
対
応
を
求
め
た
。
し
か
し
、
流
人
間
で
形
成
さ
れ
て
い
た
人
的
交
流
ま
で
を

統
御
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
は
流
人
差
遣
か
ら
預
流
人
体
制
ま
で
続
く
流

罪
の
刑
罰
的
欠
陥
だ
っ
た
。
ま
た
、村
請
に
よ
る
預
流
人
の
限
界
で
も
あ
り
、

流
人
を
地
域
で
更
生
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
だ
っ
た
。

長
崎
代
官
に
よ
る
預
所
天
草
の
支
配
形
態
は
、
本
領
で
行
な
わ
れ
て
い
た
原

則
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
長
崎
奉
行
所
の
所
轄
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
あ
わ

せ
て
郡
中
で
は
大
庄
屋
の
影
響
が
強
く
、
調
整
装
置
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で

こ
れ
を
補
佐
し
て
い
た
の
で
あ
るúĀ

。
村
役
人
の
過
料
や
手
鎖
で
あ
っ
て
も
、
長

崎
三
ヶ
村
と
同
じ
よ
う
に
長
崎
代
官
は
手
限
仕
置
権
を
有
し
な
か
っ
た
。ま
た
、

流
人
処
分
を
長
崎
奉
行
が
下
し
て
い
る
の
は
、
流
人
証
文
な
ど
の
受
け
取
り
に

関
与
し
て
い
た
こ
と
、
京
都
所
司
代
掛
の
場
合
は
、
異
変
が
あ
れ
ば
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
中
へ
の
江
戸
伺
を
含
め
て

長
崎
奉
行
所
で
築
か
れ
て
い
た
司
法
手
続
き
が
、
預
所
天
草
で
も
展
開
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
長
崎
代
官
は
、
長
崎
奉
行
に
上
申
す
る
と
と
も
に
公

事
方
勘
定
奉
行
に
も
報
告
す
る
こ
と
で
、
職
掌
の
担
保
に
し
た
の
で
あ
る
。

流
人
の
処
罰
の
前
提
に
は
、「
遠
嶋
相
成
ル
身
分
不
慎
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

身
柄
が
引
き
渡
さ
れ
た
際
に
申
し
渡
さ
れ
る
島
法
違
反
を
示
し
て
お
り
、
流
人

が
引
き
渡
さ
れ
た
ら
、
原
則
、
流
罪
地
の
統
治
構
造
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
京
都
所
司
代
や
大
坂
城
代
か
ら
発
給
さ
れ
る
島
証
文
は
、
流
人

船
が
出
港
し
た
時
点
で
そ
れ
を
承
諾
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
流

人
の
管
理
は
、
流
罪
地
の
支
配
者
が
行
な
う
も
の
の
、
長
崎
代
官
が
預
所
と
し

て
い
た
時
期
の
天
草
で
は
、
本
領
の
原
則
に
従
っ
て
長
崎
奉
行
所
が
そ
の
最
高

責
任
者
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。

（
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
准
教
授
）
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崎
村
庄
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使
を
処
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が
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二
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日
に
科
書
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れ
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る
刑
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の
相
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と
法
概
念
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助
成
を
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け
た
も
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で
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。
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